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おわりに
　19世紀以降のキリスト教教育は、ある意味キリスト教神学の変遷に翻弄される
形で、あの世的教育とこの世的教育の間を行き来してきた。しかしその双方に共通
項としてあったのは、一方向的で、限定的（不自由）な教育のあり方であった。本
稿において取り上げられた5人の宗教教育家は、様々な価値観が渦巻き、日々刻々
と変化を続ける現代社会の中で、教育者がどのように学修者と向き合うべきなのか
を真剣に悩み、教育理論や方法論と向き合った。フレイレは、そのような宗教教育
の束縛から学修者を解放し、彼らが自ら学び変化する教育のあり方を提唱した。グ
ルームは解放と、それによって得られる自由を宗教教育の中心に据え、教育者と学
修者の双方向的な関わりの必要性を強調した。ハリスは、自発的学びを励ます教育
者の必要性を語り、さらには宗教教育の根幹に、想像性と芸術性という要素を取り
入れつつ、ナラティブ･メソッドの役割を明確化した。モアーは、プロセス神学が
強調する有機体の神学をベースに、宗教教育における多角的な対話の機会に注目し
つつ、ナラティブ･メソッドの有用性を説いた。ロジャースは、それまでのナラテ
ィブ･メソッドの理論的展開を念頭に、その実践的意義と注意点に注目し、現場の
教育者に対して有意義な取り組み方を語った。
　当然のことながら、ナラティブ･メソッドだけが宗教教育に必要な方法論である
というような主張は、本稿で取り上げた宗教教育家によってはなされていない。宗
教の内容を取り扱う、いわゆるコンテント教育にもその重要性と必要性が認められ
るからである。さらにナラティブ･メソッドには、大きな課題も存在する。特に伝
統的な、トップダウン型の教育方法論と比べ、教育者が教育の過程を自在にコント
ロールしたり、結果を予測したうえで目標を設定したりすることが難しいという限
界を持つ。また教育環境による制約や教育者の力量差から派生する課題もそこには
存在する。しかし、そのような限界があるにも関わらず、ナラティブ･メソッドは
その背景からも見られるように、宗教教育現場における学修者のニーズや課題、特
に学修者に対して提供される教育のcontentとしてのtextと、学修者が生きると
ころとしてのcontextの乖離という教育課題に対して、積極的に働きかける方法
論であると言えるだろう。モアーの主張にもあるように、今後日本の宗教教育者が、
自らが情熱を傾ける宗教的世界観や神学的価値観に裏打ちされた教育の方法を模索
し、生徒とともに成長する道を選ぶようになることを心から願う。
